前払金について
 　①前金払対象工事
　　　・請負金額５００万円以上の建設工事

②前払金として請求できる金額
　・請負金額（税込）の４０%以内、１０万円未満切捨

③提出書類（上下水道経営課へ提出）

　　　・前払金請求書（様式第１号）
　　　・東日本建設業保証㈱との保証契約を結んだ保証証書
中間前払金について

　①中間前金払対象工事　　　※継続費の場合は当該会計年度（要綱第5条の3参照）
　　　・工期が６０日を超える工事であること

　　　・前金払実施済みの工事であること
　　　・工程の２分の１を経過していること
　　　・工期の２分の１を経過するまでに実施すべき作業が行われていること
　　　・出来高が２分の１以上であること
②中間前払金として請求できる金額
　・請負金額（税込）の２０%以内、１０万円未満切捨

③提出書類（上下水道経営課へ提出）

　　　・中間前払金の認定に係る申出書（様式第３号）
　　　・工事履行報告書（様式第４号）
　　　・工程表
　　　　↓　上記３つの資料提出後、審査が行われます。
　　　　↓　審査結果が決定後、認定調書をお渡しします（上下水道部⇒業者）
　　　　※認定調書受取後
　　　・中間前払金請求書（様式第６号）
・東日本建設業保証㈱との保証契約を結んだ保証証書
